
1 はじめに 

小売業者は，商品値下げや棚配置換えなどの店内プ

ロモーションを試行錯誤して利益改善を図ってきたが，

実店舗での試行錯誤にはコストがかかるという課題が

ある．対策として，店舗内での顧客の様子(店舗回遊)

を再現するモデルを構築し，シミュレーション分析を

通じ店内プロモーション効果を検討する方法が注目さ

れている． 

先行研究では，店舗の売上データを基に店舗回遊モ

デルを開発した研究 1)や，購買履歴と回遊情報を用い

て店舗回遊モデルを開発した研究 2)があるが，プロモ

ーションに伴う影響がすべての顧客に対して一律に受

けるように設定されている． 

そこで本研究では，代表的店内プロモーションであ

る商品値下げを対象とし，購買履歴と回遊情報から値

下げ感度を推定した店舗回遊モデルを開発し，店内プ

ロモーション効果の分析を行う． 

2 関連研究 

顧客は回遊の仕方や購買目的・行動によって店内プ

ロモーションへの感度が異なることが実証的に明らか

にされている3)．Table1はこの観点でシミュレーション

による関連研究を整理したものである．先行研究1)で

は回遊の仕方(買い物途中の様子)や広告による影響が

考慮しきれておらず，別の先行研究2)では，顧客の回遊

や購買行動についてモデルに組み込まれているが，プ

ロモーション効果はすべて顧客に対して一律に影響を

受けるように定められており，個々の顧客特性に基づ

いていない． 

3 研究計画 

本研究では,協力小売店から一定期間の購買履歴と

回遊情報を提供していただき，商品値下げ時の情報を

含めて分析を行い，モデル開発を目指す． 

・(9 月)顧客行動を対象とした決定木から顧客を識別

する研究 4)を参考に店内プロモーション効果に影響

されやすい顧客とされにくい顧客の特徴を抽出する． 

・(10-11 月)先行研究 2)の店舗回遊モデルを参考に，顧

客ごとの値下げ感度を考慮したモデルを開発する． 

・(12 月)構築したモデルを用いて値下げ商品の変更時

の売上や購買・回遊行動の変化について分析する． 

4 まとめ 

本研究では先行研究で開発された店舗回遊モデルを

参考に,値下げへの感度を考慮した新しいモデルを開

発する．開発したモデルを用いて値下げ商品の変更に

よる売上や顧客行動の変化に焦点を当てることで，店

内プロモーション効果を分析する． 
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概要－   購買履歴，回遊情報を用いた小売店の店舗回遊モデルの開発によって商品の配置やプロモ
ーションによる売上を予測可能になり，小売業者の意思決定をサポートすることに用いられている．
先行研究で売上や回遊の情報を基にしたモデルを開発した研究がある．しかしプロモーションによる
影響がすべての顧客に対して一律に受けるように設定されている．そこで本研究では，先行研究の店
舗回遊モデルを参考に，代表的な店内プロモーションである商品値下げを対象とし，購買履歴と回遊
情報から値下げ感度を推定した店舗回遊モデルを開発し，店内プロモーション効果の分析を行う． 
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Table1: 関連研究の整理. 

購買行動 回遊の仕方 プロモーション効果

先行研究1 〇 △ ×

先行研究2 〇 〇 ×  


